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瓫（盆）（ホトギ）と瓮・缶（モタイ）に関する覚え書き
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｢盆｣ と「瓫」の二字は，『大日本古文書』では， 
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通番 年　　次 西暦 『大日本古文書』の表記 巻-頁 （再録） 原典文字 正倉院文書
原本の
所在等 瓫価格/並記土器ほか
1 天平十五年 743 瓫 1 口 8-216 瓫 正集 45 裏 水麻笥1口
2 天平十五年 743 瓫 1 口 24-242 瓫 続々修 42-5
3 天平勝宝三年 751 瓫 2 口 3-538 瓫 正集 8 裏 鍋2口
4 天平勝宝三年 751 瓫 2 口 3-509 11-522 瓫 小杉本（絵仏師外三） 続々修38-2 鍋4口　叩戸1口
（ 5 ） 天平勝宝三年 751 瓫 2 口 11-522 3-509 瓫 続々修 38-2 鍋4口　叩戸1口
6 天平勝宝三年 751 瓫 1 口 11-499 瓫 続修別集 37
7 天平勝宝四年 752 瓫6口<「返上 4 口」> 12-239 瓫 続々修 44-2
8 天平宝字二年 758 10文買瓫 2 口直 13-262 瓫 続々修 43-6 5文
9 天平宝字二年 758 10文瓫 1 口直 13-279 瓫 続々修 43-6 10文
10 天平宝字二年 758 瓫 2 口 13-293 瓫 続々修 8-19 薪2荷　油1升　缶（漬蕗・滓醤）
11 天平宝字二年 758 10文瓫2口直<別5文> 13-342 瓫 続々修 38-7 5文
12 天平宝字二年 758 瓫 2 口 13-345 瓫 続々修 38-7 薪86荷　漬菜9缶糟醤4缶
13 天平宝字二年 758 10文瓫 1 口直 13-349 瓫 続々修 38-7 10文／朸3枝
14 天平宝字二年 758 14文瓫 2 口直 14-6 瓫 続々修 43-8 7文／白米
15 天平宝字二年 758 12文瓫 2 口直 14-10 瓫 続々修 43-8 6文／鍋2文
16◦ 天平宝字二年 758 6 文瓫 1 口直 14-11 瓮 続々修 43-8 6文
17 天平宝字二年 758 10文瓫 2 口直 14-12 瓫 続々修 43-8 鍋1文
18 （天平宝字二年） 758 40文瓫 7 口直 14-15 瓫 続々修 42-5 5.7文
19 天平宝字二年 758 瓫 2 口<直12文> 14-76 瓫 続々修 44-5 6文／鍋2文
20◦ 天平宝字二年 758 瓫 1 口直銭 6 文<市> 14-77 瓮 続々修 44-5 6文
21◦ 天平宝字二年 758 瓫 2 口直10文 14-78 瓮 続々修 44-5 5文／鍋1文
22 天平宝字四年 760 16文瓫 2 口直 14-335 瓫 続々修 43-15 8文／荒炭　薪
23 天平宝字四年 760 27文瓫 5 口直<1口7文・4口別5文> 14-338 瓫 続々修 43-15 5文・7文
24 （天平宝字四年） 760 
43文瓫 7 口直（塗抹） 
<2別口 8 文>（塗抹） 27文瓫5
口直 <1口 7 文・4 口別5文>
14-344 瓫 続々修 43-15 5文・7文
25 天平宝字四年 760 瓫20口 14-426 瓫 続々修 2-6 鍋4口
26 天平宝字四年 760 瓫 6 口 14-430 瓫 続々修 2-6 缶2口
27 天平宝字五年 761 16文瓫 1 口直 4-535 瓫 史館本（六） 続々修43-13
16文／竃戸12文
鍋2.5文










30▪ 天平宝字六年 762 盆10口 5-58 盆 続修後集 28
31 天平宝字六年 762 瓫20口 5-298 16-68 瓫 続々修 4-7 釜2口（受5斗巳下）
（32） 天平宝字六年 762 瓫20口 16-68 5-298 瓫 続々修 4-7 釜2口（受5斗巳下）
33 天平宝字六年 762 瓫20口 5-300 瓫 続修 31
34 天平宝字六年 762 瓫10口 5-311 瓫 続々修4-21 鍋8口　炭
35 天平宝字六年 762 瓫 1 口 15-315 瓫 続々修44-6 鍋4口・竃戸5口
36 天平宝字六年 762 134文買瓫12口直<10口別5文・12口別7文> 5-323 16-98 瓫 小杉本（銭用帳） 続々修4-10 5文・7文／鍋3文
（37） 天平宝字六年 762 134文買瓫12口直<10口別5文・12口別7文> 16-98 5-323 瓫 続々修4-10
小杉本
（銭用帳） 5文・7文／鍋3文
38▲ （天平宝字六年） 762 16文瓫 1 口直 5-373 ▲ 小杉本（雑三）（原本は不明） 16文／竃戸12文鍋2.5文／4-535と類似
39▪ 天平宝字六年 762 銭5文鎮祭料粥盆1口価 15-447 盆 続々修43-9




通番 年　　次 西暦 『大日本古文書』の表記 巻-頁 （再録） 原典文字 正倉院文書 原本の所在等
瓫価格/並記土器ほ
か
41 （天平宝字六年） 762 50文買小瓫10口直<別5文> 16-83 小瓫 続々修43-16 5文／白米
42 （天平宝字六年） 762 84文瓫12口直<口別7文> 16-84 瓫 続々修43-16 7文
43 天平宝字六年 762 瓫10口 16-107 瓫 続々修4-21 胡麻油
44 天平宝字六年 762 瓫22口 16-126 瓫 続々修43-20 鍋4口
45 天平宝字六年 762 瓫3口<破2口・残1口> 16-244 瓫 続々修45-5 鍋17口・竃戸5口
46 天平宝字六年 762 217文買瓫54口直<1口5文・53口別4文> 16-296 瓫 続修35 4文・5文
47 天平宝字七年 763 瓫1口 5-440 瓫 続修後集42（旧51☆）裏 鍋2口・竃戸1口
48 天平宝字七年 763 204文瓫32口直 16-380 瓫 続々修4-12 6.4文／鍋2.5文
49
▲
天平宝字八年 764 小分1口<8文> 16-479 （小分） 続修後集10 8文／小瓶 粳米 荒炭
50 天平宝字八年 764 20文瓫2口直 16-487 瓫 続々修43-10 10文／鍋6文 水埦7文
51 天平宝字八年 764 30瓫3口直 16-496a 瓫 続修別集10裏 10文／鍋6文 松・炭
52 天平宝字八年 764 瓫5口 16-496b 瓫 続修別集10裏 叩戸・中取・由加
53 天平宝字八年 764 24文瓫1口直 16-536 瓫 続々修4-16 24文／荒炭
54◦ 天平宝字八年 764 24文瓫1口直 16-565 瓮 続々修4-20 24文／荒炭
55 神護景雲四年 770 瓫1口 6-53 瓫 続修後集30
56 神護景雲四年 770 300文瓫2口直<口別150文> 6-87 瓫 続々修3-7 18-2の正文
150文／鍋50文・60文
小丸瓶60文
57 神護景雲四年 770 瓫2口 6-102 瓫 続々修3-7 18-18の正文 鍋2口小丸瓶2口　
58 神護景雲四年 770 300文瓫2口直<直別150文> 17-237 瓫 続々修2-8 150文
59
▲
神護景雲四年 770 260文貧（瓫カ）2口直<口別130文>　 17-273 （貧） 続々修2-8 130文／鍋30文・40文
60 神護景雲四年 770 230文瓫2口直<口別115文> 17-284 瓫 続々修2-8 115文
61 神護景雲四年 770 15文瓫1口直 17-297 瓫 続々修2-8 15文　新銭購入
62◦ 神護景雲四年 770 15文瓫1口直 17-301 瓮 続々修2-8 　15文　新銭購入／鍋2文・3文
63 神護景雲四年 770 20文瓫2口直<口別10文> 17-304 瓫 続々修2-8    10文  新銭購入　
64◦ 神護景雲四年 770 60文瓫5口直<口別12文>　 17-323 瓮 続々修2-8 12文　新銭購入
65 神護景雲四年 770 24文瓫2口直<口別12文> 17-327 瓫 続々修2-8
　12文　新銭購入／
鍋3文・4文
66 神護景雲四年 770 300文瓫2口直<口別150文> 18-2 瓫 続々修39-1裏 6-87の草案
150文／鍋50文・60文
小丸瓶60文
67 神護景雲四年 770 瓫2口 18-18 瓫 続々修39-1裏 6-102の草案 鍋2口小丸瓶2口
68 宝亀二年 771 瓫4口<買，充料理供養所> 6-155 瓫 続修後集35 鍋3口
69 宝亀二年 771 50文瓫4口直<2口別13文，2口別12文> 6-175 瓫 続修別集19 12文・13文
70 宝亀二年 771 瓫4口 6-195 瓫 続修別集19 鍋5口
71 宝亀二年 771 瓫7口 6-244 瓫 続修別集12裏（表★）
鍋7口とも充料理
供養所，薪710荷
72 宝亀三年 772 84文瓫7口直<口別12文> 6-276 19-323 瓫 小杉本（雑用米銭） 続々修3-9 12文／鍋3文・4文
（73） 宝亀三年 772 84文瓫7口直<口別12文> 19-323 6-276 瓫 続々修3-9 小杉本（雑用米銭） 12文／鍋3文・4文
74 宝亀三年 772 瓫4口 6-387 瓫 続修別集12裏（表★）
鍋4口・土壺7合　
缶6口
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第一節　『延喜式』の「瓫」と「瓮」

































































　毎月御贖条 盆⇒瓮 盆⇒瓮 瓫 瓫 瓫
②大膳式下54
　貢進菓子条 覆瓮子 覆瓫子 覆瓫子 ＜欠損巻＞ 覆瓫子
③掃部式53
　設座条 覆瓮 覆瓫 覆瓫 覆瓫 覆瓫
*
④内膳式50













水や酒を入れる器。南海寄帰内法伝 <平安後期点>「余<のこ>れる飯を即ち瓮 <モタヒ> の
中 < うち > に覆し写 < うつ > し」
とあるが，これとは別に
　へ【瓮】





すなわち，昌泰年間（八九八～九〇一）以後成立の『新撰字鏡』には，        
甕　　< 烏江反去，瓮・弥加 >
瓮　　< 烏江反，三加 >
  盎 < 同 浪反，保止支 >
瓫  盆 < 同輔連反，保止支 >
 罇 < 三字毛太比 >
とある。また，承平年間（九三一～九三八）以後成立の『和名類聚抄』には，
甕　　楊雄方言云自関而東甖謂之甕 < 鳥貢反，字亦作瓮・甖，音鳥茎反，字亦作罌，和名毛太非 >
     盆　　唐韻云盆 < 蒲奔反，字亦作瓫，弁色立成云比良加，俗云保止岐 > 瓦器也，爾雅云
 　　　瓫謂之缶 < 音不 > 兼名苑云盆一名盂 < 音于 >
とあって，基本的には
　モタイ 　甕 = 瓮 = 毛太非・三加　
380
国立歴史民俗博物館研究報告
第 218 集   2019 年 12 月






















































　養老軍防令 7 備戎具条の炊飯用の「銅瓫」，『延喜式』で造酒式 11 新嘗会直相条の「暖酒」用の
瓫，同 23 年料条の ｢竃盎｣ などは，なかで火を焚くあるいは火に掛ける煮沸用の土師器で，内膳


























































また，主殿式 20 供奉年料条・主水式 8 大嘗会粥料条・
主殿署式 1 年料条にも ｢陶瓫｣ が見える。
図書式 3 御齋会条の ｢香水瓫｣，大膳式下 23 五月五日節料条の煮堅魚・腊・雑物を納める瓫，左
右近衛式 44 薬玉料条の雑花の「盛瓫」などは須恵器であろう。また，主計式上 1 畿内調条と 2 諸
国調条に須恵器に限定される ｢ 叩
たたいべ
瓫 ｣ の用途は，大膳式下 23 五月五日節料条に「納煮堅魚・腊・






















れを校訂した活字本である。やっかいなことは，「瓮」の字は JIS 漢字水準 2 で JIS コード・シフ




ど含めて，CD―ROM 版［東京堂出版，一九九八年］では「瓮」または ｢盆｣ となっている。ところ
がその際に，一例をあげるならば，永承二年（一〇四七）を端緒とする一連の大和国栄山寺寺領文
書群で同じ田の呼称の文字が，「瓮」（三四一号栄山寺牒の「瓫口三百歩」< 二巻 487 頁 > ほか）





一方，東京大学史料編纂所の < 奈良時代古文書フルテキストデータベース > は，「史料編纂所デー






























は「瓫」，楷書体で書く記録者（乙）は「瓮」と書くわけで（NO.61 と 62，No.64 と 65 でも同様），
奈良時代では，ホトギは「瓫」に書くのが一般的であるが，なかには「瓮」と書く人もいた。これ
は当時すでに通用していたというよりも，誤用であったと考える。                        
次に，木簡は，奈良国立文化財研究所のデーターベース < 木簡庫 > で［二〇一八年七月末現在］， 
「瓫」は JIS コード・シフト JIS コードがないためか，検索不能であるが，実は，「盆」で検出され
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ゆえの用例であり，むしろ「醤捌斛伍斗盛 壱拾参口 < 四各受一斛，九各受五斗 >，末醤貳斛盛
四口 < 口別受五斗 >」［『大日古』一 ―453。隠岐国正税帳］，「末醤二 < 七斗七升 >，酢一
< 二斗三升 >，醤滓四 < 一石四斗 >，漬菜八　< 蕗七缶二石一斗， 一缶三斗 >」［十三―254］な
どのほか，『延喜式』では「雑魚鮨一百缶」（大嘗祭式 31 卯日条），｢煮塩年魚五缶｣（内膳式 42 年



















































 釈　文 出 土 地 点 器種 年代
（ 1 ） 尾治瓫五十戸黒麻呂 丁子田1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（ 2 ） 瓫 丁子田1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（ 3 ） 瓫五十戸佐加之 市ケ洞1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（ 4 ） 瓫 市ケ洞1号窯 須恵器 すり鉢 7世紀後半
（ 5 ） 瓫五十 市ケ洞1号窯 須恵器　壺 7世紀後半
（ 6 ） 瓫人ｶ 
ｺ 
ｺ　 市ケ洞1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（ 7 ） 瓫人小□之 市ケ洞1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（ 8 ） 瓫止己皮 市ケ洞1号窯 須恵器 無台杯 7世紀後半
（ 9 ） 瓫 市ケ洞1号窯 須恵器　壺 7世紀後半
（10） （瓫五十）戸人佐加之（　）内は類推　 市ケ洞1号窯 須恵器　甕 7世紀後半
（11） 瓫（5点） 名古屋市名東区猪高町（カマカス山表採） 須恵器　短頸壺 8世紀後半
（12） 瓫 尾張元興寺跡（名古屋市中区） 須恵器　鉢 8世紀後半
図４　丁子田 1 号窯と市ケ洞 1 号窯の「瓫」刻書銘須恵器の例
386
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①酒や水などを入れた，胴が太く口の小さい土器。南海寄帰内法伝 < 平安後期点 >「余れる
飯 < いい > を即ち瓮 < ホトキ > の中に覆 < くつがえ > し写し」












の字が並ぶ。しかし，『延喜式』では ｢缶｣ と ｢瓫｣ が並記される条文が主計式下 1 畿内調条・2
諸国調条のほかにも多くあるので，『延喜式』の ｢缶｣ はホトギではない。
正倉院文書も同様で，｢瓫｣ と ｢缶｣（字体としては「 」または「 」。本稿では ｢缶｣ に統一す
る）が並記される例は少なくない［『大日古』六―387～388・459，十三―293・345，十四―430 など。［表
1 ］参照］。古代において，｢缶｣ と「瓫」は別の土器である。













。                  
はたして，｢缶｣ の読みは揺れが大きい。｢缶｣ は，『和名類聚抄』に立項されておらず，『類聚名義抄』
僧中にはホトキとあるが，『新撰字鏡』には ｢ ｣ がモタヒと読まれている。また，『伊呂波字類抄』
を見ると
ホトキ　　缶 <亦作 >　瓫 < 亦作 >　盂　盆 <已上同>
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院文書では，天平宝字二年（七五八）の食料雑物納帳に「漬菜八 < 蕗七缶二石一斗， 一缶三斗 >」

























　＊ ｢瓫｣ 50 口は巻二の ｢缶｣ 50 口に応対する。｢ ｣ 10 口は水瓫（水戸）として巻二の「盆」10 口に対応する。
表 5　『延喜式』大嘗祭式と『儀式』の 大嘗祭祭器と由加物の比較（瓫・缶・比良加）
























































































































































































< 均入二二缶一 >」も五斗，大膳式上 3 鎮魂条に五升の缶，造
酒式 20 大原野神祭条と内膳式 45 参河国保夜条に三斗の缶
があり，また内膳式 42 年料御贄条には計算上で二斗三升
から六升となる缶が数種ある。




































< 音不 >」とする中国の ｢ 缶
フ
｣ で，金森得水『本朝陶器攷證』［一八九四年］以降，『大漢和辞典』




示されることが多い［図 8］。しかし，その ｢ 缶
フ







　唐韻云罐 < 音貫，楊氏漢語抄云都 閉 > 汲レ水器也」
390
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」と ｢ ｣ の略字体の ｢ 缶
もたい
｣




英根合漬，同 31 卯日条に雑魚鮨・雑魚・菜，民部式下 63 交易雑物条に煮塩年魚・金
こしあぶら
漆，大膳式上

























城と略す。『平城京木簡』2―2278］，酒・菜［城 21］，鰒耳漬［城 22］，漬瓜［城 24］，阿
あ ぢ
遅［城 28，『平




















































































































































形については，主計式上 1 畿内調条に土師器で「径六寸，受二一斗一」のほか，主膳式 3 年料条に 










で産湯に用いた甕 < かめ >」とは，この手湯瓫のよ
うな器形であろうか。
なお，主膳式に載る手湯瓫の容量は，計算上約 50
リットル（古代量で約六斗。古代一升 = 今量 0.45 升
で換算）を超える。これは，女房二人で扱えるもので
はないし，赤子の産湯に六斗の「ほとき」十六口分も
の湯を用いたとも考えられない。御湯殿の儀の「ほと図 9　主膳式 3 年料条の手湯瓫想定図
393
［瓫（盆）（ホトギ）と瓮・缶（モタイ）に関する覚え書き］……荒井秀規
き」は，主計式 1 畿内調条の口径六寸（17．8cm），容量一斗（今量 8．1 リットル）程度のものであっ
たと考えるが，いずれにしても，その「ほとき」の器形は，丸底の底部より口が広い土師器の瓫で
はなく，平底の底部より口が狭い須恵器の瓫であった。なお，土器の手湯瓫は，主計式上 1 畿内調




































































































































































































































































写本・版本 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
Ａ松下見林自筆本 杯 杯 瓫 瓫 益盆ｶ 瓫 甕
Ｂ菅政友本 杯 杯 瓫 瓫 益 瓫 甕
Ｃ西野宣明校訂版本 杯 杯 瓫 瓫 瓫 瓫 甕
Ｄ武田祐吉旧蔵本 杯 杯 瓫 瓫 益 瓫 甕
表7　諸テキストにおける晡時臥山説話（『常陸国風土記』）の土器






































































































（ク）日本古典全集（西野本複製） 1926 杯 杯 瓫
みか
瓫 瓫 瓫甕（瓫・甕） 瓫で統一 Ｃ西野本




























指し，『延喜式』でも大嘗祭式 18 由加物条に淡路国産の「瓫廿口 < 各一斗五升 >，比良加一百口 < 各



































仮名しているように，『常陸国風土記』の「瓫」もホトギと読むべきである。          
おわりに
「瓫」・｢盆｣ と「瓮」，そして ｢缶｣ について，行論が煩雑，多岐にわたったので，最後に要点を
まとめておく。










































（ 7 ）土師器の「瓫」は丸底広口，須恵器の「瓫」や「缶｣ は壺型の口狭の器形が想定される。










（ 9 ） 『紫式部日記』ほかに見る御湯殿の儀の「ほとき」は，手湯瓫のような口狭の器形で，須恵器と考
えられる。
（10） 『常陸国風土記』の「瓫」は，ヒラカでなくホトギである。          
以上，ホトギの内容を検討するには，諸テキストの底本たる写本，版本のみならず，正倉院文書，












（ 2 ）――「瓫」の 71 例は 72 点で（『大日古』十七-496
に 2 点），「貧」（十七 ―273）に「（瓫ｶ）」の傍訓がある
例を含む。また，「小瓫」2例のうち1例は「小分」（十六
-479）とあり，上欄に「小瓫」と標出されている。






























































記資財帳｣ も，その ｢盂蘭盆｣（『大日古』二―637 など
四ヶ所）は原典ではいずれも「瓫」に作る。『寧楽遺文』













































訓するのは，四時祭式上 6 鳴雷神祭条・7 春日祭条，四
時祭式下 35 相嘗葛木鴨社条，伊勢大神宮式 11 月次祭条
（モタヰ），大嘗祭式 31 卯日条，宮内式 26 神祇官贖料条，
内膳式 23 年料条であり，また九条家本別本（乙本）で
は大嘗祭式 17 雑器条である。そのほか，伊勢大神宮式


































































（2018 年 9 月 18 日受付，　2019 年 2 月 6 日審査終了）
